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まつナビ★課題探究発表会

　　　   10 月 23 日（水）に、松浦市文化会館にて「2年生 まつナビ課題探究発
表会」を実施しました。これは「まつナビ・プロジェクト」において、生徒たちが
主体的に地域課題の解決等について考え、その研究や実践の成果を発表するも
のです。今回の発表会に向けて、多くの地域の方々にご協力をいただきながら、
生徒たちは１年次から準備をしてきました。当日は本校２年生１４班、小浜高
校１班による計１５班の発表がありました。多くの方々にご観覧いただけたこ
とは、生徒たちの大きな励みになりました。これまで関わってくださった皆様、
本当にありがとうございます。 なお、松浦高校公式 youtube チャンネルに
て動画をアップしています。「松浦高校」で検索をしていただくと班別の動画が
出てきます。是非ご視聴ください。

　　11 月 8日 ( 金 )、9 日 ( 土 ) の 2 日間、松鵬祭 ( 文化祭 ) を開催しました。
1日目は各文化部の発表や、昨年も好評だった浴衣着付けをはじめ、筋トレ、
プログラミング等多彩なワークショップが行われ、2日目は各クラスの展示
や販売、ステージ発表等が行われました。ケータリングカーの参加により一
層賑やかな文化祭となりました。

松鵬祭(文化祭)

文化祭でオープニングを盛り上げるためダンスを練習し、みんなに喜んでもらえたこと
が嬉しかったです。また、クラスでは折り鶴3000羽を使って桜の木を作りました。本当に
完成できるか不安でしたが文化委員が指揮をとり、クラスで協力して見事な桜の木が完
成し感動しました。               地域科学科  1年 田川 優心さん(今福中出身)

発表会に向けて資料をまとめたり、発表練習をしたりと大変な日が続いたが、当日は、約1年半松浦に貢献
したいという思いで活動した内容が多くの方に評価され、とても嬉しく、達成感を感じた。これからも松浦住
民の一員として、松浦に貢献できたらと思う。          地域科学科 2年　𠮷田　夢那さん(志佐中出身)
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人生の達人セミナー

　10 月 25 日（金）に講師に上野　博先生をお招きし「人生の達人セミナー」が開催されました。「フットワークのすゝめ」の
演題で、次の 3構成に分けて話をされました。1. 推しの話　2. コンフォートゾーンの話　3. うさぎとかめの話。１では、SNS
でいいねを例に「推すと推される」「推されたいなら推せ」と人とのつながりを大切にすることが大事だという内容。２では、
安心安全で居心地が良いコンフォートゾーンの中でいかに結果を出すことが大事であり、ストレスや不安を感じた時も解決策
はあるという前提で物事を考えてみようとアドバイスをされました。３では、うさぎとかめの話を題材に、努力して結果を出
せない人は社会では通用しないことを話し合いの時間を設けて生徒たちに考えさせ、最後は、演
題にあるように、フットワークも大事であるが、フッとワーク（息抜き）することも大事であり、
両方のバランスをとる大切さを伝えられました。
　生徒の感想では、「ユーモアがあって独自性のある話し方や、積極的に若者的な言葉が使われて
いたりして生徒の関心を引き付けたり、緊張を和らげるような工夫がされた講演だった」「私には
ないような考え方もたくさんあって、知らなかった知識を得ることができた。これから自分の中で
のちょっとしたチャレンジや新しいことに取り組むことを意識して、いろいろな刺激を受けていき
たい。」と大変有意義な時間となったようでした。

松高ホームページ

今後の行事予定等
ホームページで
確認できます

おめでとう！！

マラソン大会 (１ ・ ２年 )

　　　10 月 31 日 ( 木 ) マラソン大会を実施しました。
男女ともに、全員が時間内に 5ｋｍ完走することができました。
当日は PTA 保護者の皆様も応援に駆けつけてくださいました。
ありがとうございました。

令和 6年度長崎県高等学校新人体育大会卓球競技佐世保地区予選会　第 3位
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　商業科 ２年　小賦　依恋さん (御厨中 )

第 58 回長崎県高等学校ワープロ新人競技大会速度の部　団体第 2位
地域科学科　2年　吉原　瑚雪さん (志佐中 )　　地域科学科　2年　吉岡　優里さん (志佐中 )

商業科　　　2年　坂　　春奈さん (鷹島中 )　　商業科　　　2年　中山　隼翔さん (調川中 )

地域科学科　1年　田中　貫太さん (志佐中 )

第 58 回長崎県高等学校ワープロ新人競技大会速度の部　正確賞
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　地域科学科　1年　田中　貫太さん (志佐中 )

第 20 回全九州女子相撲選手権大会　　一般の部　軽量級優勝
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　商業科　1年　佐々木　紗礼さん (平戸中 )

第 46 回　九州高校放送コンテスト　長崎県大会
令和 6年度　長崎県高等学校総合文化祭　朗読部門　優秀賞
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　商業科　2年　北嶋　乃乃香さん (志佐中 )　　　　　　　　　　　　

女子の部1位！　　　　地域科学科1年　山下　愛結さん(平戸中出身)

以下（　）内は出身中学校

まずは1位をとれて嬉しかったです！5km走れるか不安でしたが、練習の成果
を発揮でき、完走できて良かったです。来年は今年のタイムよりも早く、そし
てまた1位をとります！！

北嶋さんは12月13日から15日に、福岡県で行われる九州大会に出場します。また、来年7月に香川県で行われ
る全国総文祭にも推薦されました。九州大会、全国大会でも頑張ってください！！

                         　　　　　この世をば わが世とぞ思ふ 望月の 欠けたることも なしと思へば　        　　　　　　 　校長　舟越　裕

　先日のNHK大河ドラマ「光る君へ」で、高校日本史の教科書に必ず掲載されているこの歌を、藤原道長（役は柄本佑さん）が詠ん
でいました。教科書的にこの歌は、道長が自分の三人の娘を天皇に入内させ、それぞれが皇后・皇太后・太皇太后となったことで、
栄華を極めたことを誇る歌（「この世で自分の思うようにならないものはない」）だと解釈されます。
　近年、紫式部研究で著名な山本淳子さんが新解釈を発表しています。歌中の「望月」について、従来は欠けた部分がない満月と解
釈し、これを道長が自らの権力も欠けることなく満たされている状況に重ねていると解釈されていました。しかし、山本さんは史料
からこの歌が詠まれたのは10月16日の夜、つまり十五夜の「望月」ではなく「十六夜の月」だと主張しています。ではこの「望月」
とは？　という話になりますが、紙面は限られています。山本さんの考えが、Web上に掲載されていますので、リサーチしてみてく
ださい。従来の道長像とは異なるイメージができるかもしれません。
　歴史では、新たな史料の発見等により新たな解釈が発表され、それが定説となり時代像が変わることがあります。それでは現代社
会の諸事象はどうでしょうか？アメリカの大統領選挙や兵庫県知事選挙を見ると何を信じればよいのか、自分の立ち位置をどうすべ
きか、本当に難しい時代だと思います。だからこそ、高校で幅広く学び、社会の見方を鍛えることは重要なのだと思います。


